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子どもたちと
ふるさとの暮らしを再現

市内の小学校3年生が、3学期の社会科授業で「暮らしの
移り変わり」を学ぶため、伊吹山文化資料館を訪れ、昔の暮
らしについて体験学習をしました。（写真は醒井小学校児童）
子どもたちは、資料館友の会のおじいさん、おばあさんから

わらを編む「縄ない」や「石臼挽き」、「かき餅の焼き方」など
を教わりながら、昔の遊びや学校生活
についてのお話を聞き、「どんなおやつ
を食べていたの？」「これはどうやって
使うの？」と昔の暮らしや道具の使い
方などたくさんのことを学びました。
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毎
月
19
日
（
ト
ー
ク
の
日
）
は
、「
長
沢
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
」
の
開
催
日
で
す
。
平
成
10
年
７
月
に

始
ま
り
、
昨
年
10
月
19
日
に
開
催
１
０
０
回
目
を
迎
え
た
こ
の
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
。
サ
ロ
ン
の
日
に

は
、
長
沢
公
民
館
に
元
気
な
歌
声
が
響
き
ま
す
。
今
回
は
長
沢
か
た
り
ベ
サ
ロ
ン
の
発
足
か
ら
ず
っ
と

サ
ロ
ン
の
運
営
に
携
っ
て
こ
ら
れ
た
沢
野
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
で
語
り
合
い
、

す
こ
や
か
な
老
い

を
支
え
合
う

長
沢
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

沢さ
わ

野の

邦
三

く
に
ぞ
う

さ
ん
（
長
沢
）

年
を
取
る
と
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
で
、
家
の
中
か
ら
一
歩
も
出
ず
に
過

ご
す
と
い
う
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
は
「
閉
じ
こ
も
り
」
と
呼
ば

れ
、
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
問
題
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
沢
で
は
、
昭
和
が
平
成
に
変
わ
っ
た

頃
か
ら
、
高
齢
者
の
お
ら
れ
る
家
の
家
族

が
寄
り
集
ま
っ
て
、「
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん

さ
ん
の
集
い
」
と
い
う
交
流
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
７
年
か
ら
９
年
に
か
け

て
、
集
落
な
ど
の
小
さ
な
単
位
で
福
祉
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
地
域
福
祉

の
充
実
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
の
下
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
各
集
落
で
サ

ロ
ン
活
動
を
は
じ
め
て
は
ど
う
か
と
い
う

話
が
持
ち
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
平

成
10
年
７
月
に
「
き
ん
さ
ん
・
ぎ
ん
さ
ん

の
集
い
」
を
長
沢
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
広
め
て
い
こ
う
と
「
み
ん
な
で
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
呼
び
か

け
な
が
ら
、
80
歳
以
上
の
方
や
独
居
の
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

閉
じ
こ
も
ら
ず
に

ま
ず
は
寄
っ
て
話
し
ま
し
ょ
う
よ

1.どこかに蓮如の　香りを込めて

見入る御坊のすばらしさ

長沢は　わしらの　心の駅だ

くじけちゃならない人生が

あの日　ここから　始まった

2.仲の川を　見つめて生きた

奴とあやめを　思い出す

長沢は　みんなの　心のまちだ

茶屋町通りや寺町を

サロンで　歌う　かたりべや

3.みんなと一緒に　ここまで着いた

今日はこどもに　なってきた

長沢　サロンは　元気のもとよ

健康大事に長生きを

胸にゃ　でっかい　夢がある

（「あゝ上野駅」を替えて）

♪ああ長沢サロン

”

”
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さ
て
、
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
よ
う
と
言
っ

た
も
の
の
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
と
悩
み
、
第
１
回
目
に
は
明
治
15
年

当
時
の
長
澤
村
の
資
料
を
も
と
に
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
長
沢
で
は
養
蚕
が
さ
か
ん

だ
っ
た
こ
と
や
、
飲
み
水
は
井
戸
か
ら
汲

ん
で
い
た
こ
と
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
お

風
呂
に
水
を
入
れ
、
風
呂
を
焚た

く
の
が
子

ど
も
の
役
目
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
昔
を
思

い
起
こ
し
て
は
、「
あ
ぁ
、
そ
う
や
っ
た

な
ぁ
」
と
な
つ
か
し
く
語
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
も
う
高

齢
で
す
が
、
80
歳
を
超
え
る
先
輩
方
の
話

に
は
「
へ
ぇ
っ
」
と
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
す
る
側
も
と
て
も
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
、
激
動

の
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
経
験

さ
れ
た
苦
楽
は
、
長
沢
や
地
域
の
歴
史
で

も
あ
り
、
生
活
史
で
も
あ
り
ま
す
。
参
加

さ
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り

が
80
年
の
歴
史
と
貴
重
な
経
験
を
21

世
紀
に
語
り
継
ぐ
か
た
り
べ
で
す
。

ま
た
語
り
合
う
と
い
う
サ
ロ
ン
の
ス

タ
イ
ル
か
ら
も
、
サ
ロ
ン
の
名
称
を

「
長
沢
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
」
と
し
、

「
語
る
（ta

lk

ト
ー
ク

））」
と
い
う
こ
と
か

ら
毎
月
19
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、『
19
日
は
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
』

と
い
う
の
が
定
着
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
よ

う
、
年
老
い
て
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を
豊

か
な
も
の
に
し
た
い
、
と
回
を
重
ね
た
か

た
り
べ
サ
ロ
ン
も
昨
年
10
月
19
日
、
つ
い

に
１
０
０
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ど
ん
な
こ
と
も
継
続
す
る
こ
と
こ
そ
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
サ
ロ
ン
が
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
仲
間

づ
く
り
の
場
、
楽
し
い
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
と
し
て
の
経
験
を
持
つ

人
が
参
加
者
全
員
の
血
圧
を
測
定
し
、
健

康
管
理
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
絵
を
描
く
の
が
得
意
な
人
が
、
資
料

づ
く
り
を
工
夫
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
と
、
一
人
ひ
と
り
の

経
験
や
、
特
技
が
地
域
で
発

揮
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ

と
も
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
の
特

長
で
す
。

長
沢
に
は
福
田
寺
と
い
う
真
宗
寺
院
が

あ
り
、
蓮
如
上
人
と
の
縁
も
深
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
蓮
如
上
人

れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
が
広
め
た
と
い
う

助
け
合
い
の
精
神
は
、「
講こ
う

」
と
呼
ば
れ
る

集
ま
り
と
し
て
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
域
に
暮
ら
す
者
同
士
の
助

け
合
い
の
精
神
を
大
切
に
し
た
集
ま
り
で
、

私
自
身
が
こ
う
し
て
今
日
ま
で
元
気
で
暮

ら
し
て
い
ら
れ
る
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
、
助
け
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

退
職
す
る
ま
で
は
だ
れ
も
が
一
生
懸
命
、

仕
事
に
打
ち
込
む
時
期
で
す
。『
人
生
二
毛

作
』
と
い
い
ま
す
か
、
退
職
し
た
今
、
第

二
の
人
生
は
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん

や
地
域
の
た
め
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

恩
返
し
と
い
っ
て
も
大
そ
れ
た
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
一
笑
一

い
っ
し
ょ
う
い
ち

若
じ
ゃ
く

〜
一
つ
笑
う
と
、
一
つ
若
く
な
る
〜
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
サ
ロ
ン
で
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

他
の
地
域
の
サ
ロ
ン
と
も
交
流
を
深
め
、

「
お
し
ゃ
べ
り
文
化
」
の
仲
間
の
輪
が
広

が
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

開
催
１
０
０
回
を
数
え
た

「
か
た
り
べ
サ
ロ
ン
」

か
た
り
べ
サ
ロ
ン
と
し
て
定
着

地
域
の
支
え
合
い
に
感
謝
し
て

▲100回を記念して発行された
「かたりべサロン100回の

おもしろ資料」

▲語り手の話にうなずいたり、笑ったり。
楽しいサロンのひととき。
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米原市総合計画等策定に関する市民アンケートの調査結果がまとまる

アンケートへのご協力ありがとうございました

不明 3.2%

男 
44.8%女 

52.0%

性別 
（単数回答） 

10歳代 2.2%
20歳代 7.1%

40歳代 
15.2%

50歳代 
17.0%

60歳代 
18.1%

70歳代 
18.0%

80歳以上 8.8%
不明 0.6%

30歳代 
13.0%

年齢 
（単数回答） 

機会があれば 
市外へ出たい 7.2%

定住意向 
（単数回答） 

これからも 
住みたい 
70.5%

当分の間 
は住みたい 
12.9%

すぐにでも 
市外へ出たい 1.5%

わからない 5.6%
不明 2.3%

市では、米原市の第1次総合計画の策定にあたり、市民の皆さんが日ごろの暮らしの
なかで感じておられるご意見などを聞かせていただき、計画づくりに反映するため、意
識調査を実施しました。
このたび、調査結果がまとまりましたので、その一部を公表します。

調査対象：米原市在住の18歳以上の4,200人

調査期間：平成18年９月１日～９月25日

調査方法：郵送配布、郵送回収

回収状況：有効回収票数　1,883票　　回収率45％

これからも米原市に住みたいと思いますか。
～定住意向について～

定住意向を問う質問では、約７割の人がこれからも米原

市に住み続けたいと回答しています。しかし、年齢別にみ

ると20歳代以下の2割を超える若者に転出意向が、また、

伊吹・米原地域では定住意向の割合が山東・近江の地域に

比べて若干低く、今後、定住意向を高める取り組みが求め

られます。

7割が住み続けたい。2割の若者に転出意向が・・・。

アンケート調査の概要

回答者の概要
問



一番評価が高かったのは自然環境（山や川、大

気等）で、84.5％の人が「良い」、「どちらかとい

えは良い」と回答しています。また、近隣関係

（近所つきあい、人情、助け合い等）については

59.7％、生活環境（公園、緑地、鉄道等の利便

性）については52.5％、快適環境（歴史・文化、

まち並・景観等）については52.3％の人が良い

と回答しており、いずれの環境についても過半数

の人が良いと評価しています。
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0 10 20 30 40 50 60 70 80％ 

永く住んでいて愛着がある 
先祖代々受け継いだ土地 

自然環境がよい 

通勤、通学に便利 

買い物や生活施設などが便利 
親が近くに住んでいる 

福祉や医療が整っている 

親類・知人・友人が住んでいる 

家賃が手頃 

勤務先の都合で移れない 

その他 

不明 

12.3

9.7

3.0

1.2

0.9

0.1

0.0

0.8

6.36.3

76.176.1

53.4

47.047.0

 

住み続けたい理由（複数回答） 件数=1101

 自然環境 
（山、川、大気等） 
 件数=1690

 近隣関係 
（つきあい、助け合い等） 
 件数=1707

 生活環境 
（公園、鉄道利便等） 
 件数=1675 

 快適環境 
（歴史・文化等） 
 件数=1653

0 20 40 60 80 100％ 

良い どちらかといえば良い どちらともいえない どちらかといえば悪い 悪い 

45.4

19.7

18.9

13.6 38.7 38.4 7.4 1.9

33.6 24.3 15.2 8.0

40.0 30.9 6.7 2.7

39.1 12.0

2.5

1.0

生活環境の評価（単数回答、不明を除く）

住み続けたい理由について

20～40歳代は生活環境（公園、緑地、鉄道等の利便性）の評価が低い

「長く住んでいて愛着がある」が最も多く、以下「先祖代々受け継いだ土地」「自然環境がよい」など
の理由が続いています。

★市民からは
こんな意見・提案が・・・

○農業振興地域と市街化区域を見直してはどうか。
若者が流出するのも、土地がありながら住宅が建
たないから。市の発展のため早急に見直しては。
○場所柄、田舎やなぁと引っ越して来た当初は思っ
たが、静かで環境も良く、自然もたくさん残って
いるので、このまま環境をこわさずにいけたらと
思う。
○流通や先端産業の誘致を図り定住者の数を増やし
ていかなければ、米原市としての市のシステムが
活性されないと思います。

しかし、「悪い」、「どちらかといえば悪い」という評価について着目すると、年齢ごとに回答差を生じ
ています。なかでも、生活環境（公園、緑地、鉄道等の利便性）については、20～40歳代で2割近くの
人が良くないという評価をしています。

★市民からはこんな意見・提案が・・・

○弱者の交通機関がだんだん無くなりつつあるように
思う。
○公共の交通機関が全く充実していない（車がないと
どこにも行けない）。病院、お店など遠くに行かない
といけない。住んでいてとにかく不便。

○何事も決定が遅い。冬の雪どけをきっちりやってほ
しい。
○米原駅までの交通の便や、長浜、彦根まで行く交通
の便が悪い。駅から離れたところに住んでいるので、
学生や車に乗れない人は不便です。

米原市のさまざまな環境をどのように評価されますか。～環境についての市民評価～

自然環境、近隣関係、生活環境、
快適環境のいずれも過半数の人がよいと評価

★市民からはこんな意見・提案が・・・

○自然豊かな環境は、子どもたちの成長には欠かせない
大切なものです。現状の自然環境を破壊してまで経済
活動を活発にする必要はないと思います。公園を作る
よりは森林を整備し、森林を公園として考えたほうが
良いと思います。
○初夏に見る「ほたる」の集団は心を癒してくれます。
いつまでも守っていくべきだと思う。
○田舎伝統の人情や文化が失われていくのがさびしい。
市民のいろいろな交流の場がほしい。

○米原市には歴史的文化遺産が数多くあるが、これらの
遺産を継承していくためには、地元のみで守るのは困
難である。市が支援、助成に現在以上に力を入れる必
要がある。
○若者が定着できる仕事、生活環境を醸成する。人間関
係が豊かで人情の厚い地域づくり。広域な市にできる
だけ均等な施設（医療、福祉等）を配置する。山間地
域であるため、天然の資源活用を図り活用できる林道
の整備。農村の伝統文化を守る施策を期待する。

問



米原市の今年1月1日現在の高

齢化率は２３．３％。市民の高

齢社会における老後の不安につ

いては、「健康のこと」が突出し

ており、以下「生活費のこと」

「仕事ができなくなること」「世

話をしてもらう人のこと」「年金

のこと」と続いています。

★市民からはこんな意見・提案が・・・

○高齢者に対して、医療体制がとても不便になりました。
○村の中でも高齢者夫婦の家庭や一人暮らしの家庭が目立
ってきたが、病気やけが等で動けなくなった時の事を思
うと心細く、安心して暮らせる米原市を望みます。
○高齢化する中で、農業（田、畑）をどう守っていくのか、
今以上に行政の指導が必要。

○６０歳をすぎて定年で会社を辞めた後の人たちの事が、
これから問題になってくるのでは。元気な人たちになに
かできる事がたくさんあるのではと思います。
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高齢社会を迎えていることを考え、老後に不安を感じるとしたら、
それはどのようなことですか。 ～少子高齢化に関する不安について～

老後の不安は健康や生活費

0 10 20 30 40 50 60 70 80％ 

健康のこと 
生活費のこと 

仕事ができなくなること 
世話をしてもらう人のこと 

年金のこと 
後継者のこと 
住まいのこと 
税金のこと 

その他 
特に不安を感じていない 

69.5

40.6

22.9
18.9

16.0

4.1
3.1

40.6

22.9
18.9

16.0

4.1
3.1

0.4
0.0

2.4

高齢社会の老後の不安
（複数回答）件数＝1655

人口減少の時代に入り、これ

に対する市民の不安についての

問いには、「活気がなくなること」

の回答が最も多く、以下「介護

のこと」「地域の担い手がいなく

なること」「地域の産業が衰退す

ること」と続いています。

★市民からはこんな意見・提案が・・・

○地域福祉の観点はこれからすごく大切になってくると思
います。住民同士の相互理解のためにも、地域活動の広
報活動を積極的に行ってほしいです。
○過疎化、高齢化、少子化の進む中、観光資源の活用を積
極的に進め、活気あるまちを目指すべきだ。
○人口がこの先、少しずつ少子化の影響で減ってくるかも
しれないが、生活に必要不可欠なスーパー、銀行、郵便
局等がなくなることがないよう希望する。

○人口の増加に対して積極的対策をするべき。第３子対策
事業のような子どもに対する支援、市外からの移住者に
対し、公共のアパート、マンションの建設。若者たちが
市から離れないよう、経済的、生活環境の改善。
○老夫婦や独居の家が多く何年か先に字

あざ

の維持ができなく
なる。字に若夫婦や他地区からの移住者が入居できる、
アパート等の住宅を建てて欲しい。

人口減少の不安は、「活気の低下」、
「介護問題」、「地域の担い手問題」

活気がなくなること 

介護のこと 

地域の担い手がいなくなること 

地域の産業が衰退すること 

商店街などが少なくなること 

若者が流出し後継者が少なくなる 

行政の役割が変わること 

特に不安を感じていない 

50.6

45.4

31.7

21.6

14.7

5.1

0.1

1.0

0 10 20 30 40 50 60％ 

人口減少の不安
（複数回答）件数＝1595

問



参加したいまちづくりの内容について
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0 5 10 15 20 25 30 35%

まちおこしなどの活動 
まちの美化・清掃活動 

高齢者障害者へのボランティア活動 
交通安全、防犯・防災・災害救援活動 

河川や水路の美化・清掃活動 
子ども会や地域スポーツの指導や応援 

文化・芸術の振興を図る活動 
古紙や空き缶などの資源回収活動 
花壇づくりや植樹などの緑化活動 

山林や里山、野生生物の自然保護活動 
国際交流の活動 

環境問題の講演会・講習会への参加 
自然観察会などへの参加 

32.9

24.4

24.0

20.3
16.3

14.9

13.4

11.8

10.5

7.4

3.9

3.3

32.9

24.4

24.0

3.9

3.3

1.2

参加したいまちづくりの内容 （複数回答） 件数=516

参加したい 
31.3%

参加 
したくない 
12.9%

どちらとも 
いえない 
50.4%

不明 5.4%

まちづくりへの参加意向
（単数回答）件数＝1883 全体の約３割の人がまちづくりに参加したいと回答しています。年

齢別にみると50～60歳代の参加意向が高く、60歳代では、4割を超え

る人が参加の意向があると回答しています。

まちづくりに参加したいと答えた人の多くが、「まちおこしなどの活
動」を選んでいます。続いて「まちの美化・清掃活動」「高齢者・障害
者へのボランティア活動」「交通安全、防犯・防災、災害救援活動」に
人気が集まっています。
また、年齢別にみると20～60歳代のいずれの年齢層についても「ま
ちおこしなどの活動」が１位となっており、以下20～40歳代では、
「高齢者、障害者へのボランティア活動」「子ども会や地域スポーツの
指導や応援」「交通安全、防犯・防災・災害救援活動」へ、50～60歳
代では「高齢者、障害者へのボランティア活動」「まちの美化・清掃活
動」への参加意向を示しています。

まちづくりを進めていくために、市役所だけではなく、市民のみなさんや
企業が様々な活動を行っています。あなたは、こうした活動について、
参加の機会があれば積極的に参加したいと思いますか。
～まちづくりへの参加について～

全体の約３割がまちづくりに参加したい

★市民からはこんな意見・提案が・・・

○地域住民とも交流が少ないので、地域住民がもっと交流
できる場を設けて欲しい。連帯感も深まるし、地域のこ
とはそこに住んでいる地域住民たちで話し合いや問題を
解決していくことが、より良い”まち”につながると思
います。
○自治会においての清掃活動は大変大切だと思います。一
戸につき必ず一人活動すれば、それにより話題が膨らみ、
家族の、そして地域の人々の意識が変わってくると思い
ます。
○米原市は住みやすいところです。みんながそれぞれにア
イデアを出し合い、柔軟な頭で考え、若い米原市になっ

ていくことを期待しています。
○米原市は、とてもよい所、自分たちの力で守っていきた
い。
○まちづくりは人づくり。豊かな人間性が育つ環境への支
援をお願いしたい。
○何をしようとしているのかを市民に伝えていくことをも
っとしなければ、市民には行政が何をしようとしている
のかが伝わっていない。何がしたいのかがわからなけれ
ば、市民の行政に対する気持ちも薄れていくと思う。
○市民が1人でも多く参加できる身近なまちづくりを行っ
てほしい。

問
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次のそれぞれの施策について、現状をどのように評価し、
今後取り組むことがどのくらい重要だとお考えですか。
あなたのお考えに一番近い評価をしてください。
～各施策の満足度と今後の重要度について～

0 10 20 30 40 50 60 70 8080 70 60 50 40 30 20 10 0％ ％ 

高齢者障害者福祉 

医療体制の充実 

子育て子育ち支援 

教育環境 

健康づくりの推進 

循環型社会構築 

緊急時の安全対策 

防災・防犯安全環境 

交通体系、交通安全 

新エネルギー導入 

地域福祉の推進 

行財政改革推進 

快適な居住環境 

自然環境保全活用 

地域産業振興 

人権の尊重 

協働のまちづくり 

生涯学習 

新産業創出 

文化・スポーツ 

歴史・文化の継承 

やすらぎ環境整備 

地域交流国際交流 

情報ネットワーク 

観光イベント振興 

コミュニティ振興 

男女共同参画 

広域交流機能 

 73.0

 72.5

 68.0

 60.9

 60.4

 57.8

 57.5

 56.8

 56.2

 54.4

 52.3

 51.6

 46.0

 43.3
 42.8

 41.8

 41.2

 40.9

 37.7

 40.1

 36.8

 36.0

 35.6

 35.5

 32.6

 30.0

 28.6

 20.4 12.5

  11.5

   11.9

    14.7

     16.3

     21.2

      16.9

      10.1

      10.1

       27.1 

        13.9

       20.3

        13.0

         22.0

          17.1

          16.0

          27.8

          16.9

          32.2

          37.3 

          19.2 

           16.4

            18.6

           16.3

            17.8 

             23.4

             27.3

             23.0 

不満度（不満＋どちらかといえば不満） 重要度（重要＋どちらかといえば重要）

問
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市民アンケートの結果および総合計画審議会各部会で

の審議内容は、お近くの市役所各庁舎・各図書館の情報

プラザおよび市公式サイトでご覧いただけます。

お問い合わせ　政策推進部　総合政策課（米原庁舎） 1５２－６６２６　5５２－５１９５

市民が感じている不満な施策は「交通体系、交通安全」

施策全体における「不満」、「どちらかといえば不満」として、「交通体系、交通安全」施策の不満度が
最も高く、以下「新エネルギー導入」「行財政改革の推進」「医療体制の充実」「新産業の創出」「子育て
子育ち支援」と続いています。
不満な施策を年齢別にみると、いずれの年齢についても「交通体系、交通安全」への不満度が高くな

っています。20～40歳代では50％弱が不満と答えています。
不満な施策の２位以降については、年齢ごとに回答に差があります。20、30歳代では「新エネルギー

導入」「医療体制の充実」「子育て子育ち支援」を、50～70歳代では「新エネルギー導入」「行財政改革
の推進」「新産業の創出」を挙げています。

調査の実施にあたり、多くのみなさんにご協力をいただきありがとうございました。
これらのアンケート結果を踏まえ、総合計画審議会の各部会では、職員がワークショップで作成した

分析表とともに、米原市ならではの、米原市らしいまちの将来像を描く総合計画づくりに向けて集中的
な議論が行われました。
現在、それぞれの部会から出された意見などを集約し、総合計画基本構想の骨子として取りまとめて

います。
今後、この基本構想骨子は総合計画審議会全体会で審議され、この会での承認を経て、市長へと答申

される予定です。

市民が求める重要な施策は「高齢者福祉、障害者福祉」

市民が求める「重要」、「どちらかといえば重要」な施策としては、「高齢者福祉、障害者福祉」施策が
最も高く、以下「医療体制の充実」「子育て子育ち支援」「教育環境」といった施策が続いています。
施策の重要度を年齢別にみても、全ての年齢で「高齢者福祉、障害者福祉」「医療体制の充実」が１位

または２位となっています。また、20歳以下の74.3％、30歳代の83.7％が「子育て子育ち支援」施策
が重要と答えています。

今回のアンケートでは、米原市において市の“花”“木”“鳥”などのシンボルを定めることについて意見を
伺いました。55.0％の人が「なにか一つはシンボルを定めるべき」と回答され、「それぞれ定めるべき」とい
う回答の19.1％とあわせて74.1％の人がシンボルを定めるべきとの意向を示されています。

なにか一つ 
シンボルを 
定めるべき 
55.0%

その他 2.6%
それぞれ 
定めるべき 19.1%

不明 7.4%

シンボルは 
必要ない 
15.9%

市の花・木・鳥
（単数回答）件数＝1883

この結果を受け、米原市のシンボルを定めたい

と考えています。来月号で、シンボル募集を行う

予定です。皆さんの応募をお願いします。

予告 米原市のシンボル募集

７割を超す人が市のシンボルを定めるべきと回答

■総合計画策定に向けた今後の予定
2月上旬　　　　　　 総合計画基本構想骨子答申
3月下旬～4月中旬　　地域別懇談会　

第2回総合計画フォーラム
4月中旬～　　　　　 パブリックコメントの実施
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市政トピックス

米
原
市
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

『
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
息
吹
い
ぶ
き

』
が
完
成

農
業
集
落
排
水
の
汚
泥
や
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
な
ど
の
有
機
質
資
源
を
収
集
し
、
発

酵
さ
せ
た
の
ち
堆
肥
と
し
て
土
に
も
ど
す
資
源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
計
画

『
米
原
市
い
ぶ
き
元
気
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、
藤
川
地
先
で
建
設
を
す
す
め
て
い
た
生
物
系
有

機
質
資
源
堆
肥
化
処
理
施
設
『
米
原
市
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
』
が
完
成
し
、
２
月
か
ら
本

格
稼
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市政トピックス

生
物
系
有
機
質
資
源
堆
肥
化
処
理
施
設

・所 在 地 ：米原市藤川
・敷地面積：7,524m2

・主要施設：堆肥化本館棟（鉄骨２階建）
延床面積　1,626m2

床材保管棟（鉄骨平屋建）
延床面積　 445m2

実証ほ場　　　　　　　　　　　
面積　 500m2

・堆肥化方式：パレット式（自然発酵型）
・処理能力：4.5トン／日

農業集落排水汚泥

■米原市コンポストセンターの概要■

良質な堆肥を生産
米原市コンポストセンター
コンポステーション息吹

農業集落排水処理施設

汚水(農業集落排水区域内) 安全でおいしい農作物

農業

家庭

生ごみ

２月
から

本格
稼動

刈草･
剪定枝 畜糞

ふん

など
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めざそう資源循環型生活

お問い合わせ　経済環境部　環境保全課（伊吹庁舎） 1５８－２２３０　5５８－１６３０

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
か
ら
発
生
す

る
汚
泥
や
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
な
ど
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
分
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
量
の
石
油
を
使
い
焼
却
処
理

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
焼
却

に
伴
い
大
量
の
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
排
出

さ
れ
、
地
球
の
温
暖
化
を
加
速
す
る
一
因

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
で
は
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
が
、
農
地
に
必
要
な
微
生
物
を
消
滅

の
危
機
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
伊
吹
地
域
の
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
か
ら
発
生
す
る
汚
泥

（
年
間
約
１
２
７
ト
ン
）、
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
（
同
約
５
５
８
ト
ン
）、
刈
草
や
剪せ
ん

定て
い

枝
な
ど
（
同
約
21
ト
ン
）、
家
畜
糞
（
同

約
５
９
４
ト
ン
）
を
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ

ー
に
集
め
、
自
然
発
酵
に
よ
り
約
11
ヶ
月

か
け
て
堆
肥
化
し
、
年
間
約
２
４
３
ト
ン

の
良
質
な
堆
肥
を
生
産
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
を
図
る
と
と
も
に
こ
こ

で
生
産
し
た
堆
肥
を
農
家
な
ど
に
販
売
し
、

農
地
に
還
元
し
て
も
ら
う
こ
と
で
有
機
栽

培
農
業
の
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

深
刻
な
地
球
環
境
問
題
は

身
近
な
問
題

年
間
約
１
３
０
０
ト
ン
の

生
ご
み
な
ど
を
資
源
化
し
て

堆
肥
に
す
る

昨
年
９
月
に
施
設
愛
称
な
ど
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
施
設
、
堆
肥
の
愛
称
に

は
そ
れ
ぞ
れ
85
点
が
、
堆
肥
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
に
は
83
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は

西
川

に
し
か
わ

宏
ひ
ろ
し

さ
ん
（
米
原
市
）、
堆
肥
の
愛

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
『
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
息い

吹ぶ

き

』

生
産
堆
肥
の
愛
称
は
『
ゆ
め
い
ぶ
き
』
に
決
定
！

称
は
小こ

寺で
ら

光み
つ

雄お

さ
ん
（
四
日
市
市
）、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
杜
多
利
香

と

だ

り

か

さ
ん
（
神
戸
市
）
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
に
よ

り
、
伊
吹
地
域
で
は
生
ご
み
の
分
別
収

集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
週
２
回
行
っ
て
い
た
可
燃
ご

み
収
集
を
週
１
回
と
し
、
代
わ
っ
て
新

た
に
週
１
回
の
生
ご
み
収
集
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

各
家
庭
で
は
、
水
を
切
っ
た
生
ご
み
を

専
用
の
容
器
に
入
れ
、
消
臭
効
果
の
あ
る

発
酵
促
進
剤
（
ボ
カ
シ
）
を
振
り
か
け
な

が
ら
保
管
し
、
１
週
間
に
１
度
、
伊
吹
地

域
83
ヶ
所
に
設
置
し
た
「
生
ご
み
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
収
集
容
器
へ
と
移
し
か

え
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
を
進
め
、
資

源
の
循
環
と
再
資
源
化
を
図
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

環
境
問
題
に
対
す
る
理
解
と
協

力
、
日
常
生
活
に
お
け
る
継
続

的
な
実
践
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

人
に
、
自
然
に
、
環
境
に
や

さ
し
い
資
源
循
環
型
生
活
ス
タ

イ
ル
こ
そ
米
原
流
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

伊
吹
地
域
で
生
ご
み
の
分
別
収
集
を
開
始

生
ご
み
を
分
別
し
、
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

ボカシ容器(水切りが出来る容器)
に、生ごみを投入します。

におい防止にボカシ(発酵促進剤)を
生ごみ投入の際に少量振り掛けます。

週1回、集積所に容器ごと家庭から生ご
みを運び、専用の袋を収集用のタルに
セット。その中に生ごみを投入します。

収集後に空になった収集用タルを、
集積所の収集容器格納庫に返します。

収集業者により、収集用のタルにセット
された専用袋ごと生ごみが回収されます。

分別収集のながれ

1

2

3

5

4

堆肥の
ロゴマーク▲
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老
人
医
療
費
は
、
病
院
で
支
払
う
自
己
負
担
金
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
な

ど
か
ら
の
「
老
人
保
健
拠
出
金
」
や
、
国
・
県
・
市
か
ら
の
「
公
費
」
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
老
人
医
療
費
が
増
え
る
と
み
な
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
今
後
も
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
老
人
医
療
費
と
は
・
・
・

次
に
該
当
す
る
方
が
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
を

用
い
て
受
診
さ
れ
た
医
療
費
で
す
。

・
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

・
65
歳
以
上
の
方
で
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
方

米
原
市
の
老
人
医
療
費
の
状
況
は
？

健
康
を
保
つ
た
め
に

医
療
費
を
大
切
に

使
う
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
元
気
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

●
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
と
、
治
療
期
間
が
長
く
な
り

体
に
負
担
を
か
け
、
医
療
費
も
多
く
か

か
り
ま
す
。

●
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
の
総

点
検
が
で
き
、
健
康
づ
く
り
に
役
に
立

ち
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

何
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医

は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
非
常
に
心
強
い

も
の
で
す
。

●
医
療
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う

医
療
費
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
同

じ
病
気
な
ど
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
「
重
複
受
診
」
を
ひ
か
え
、
急

病
の
場
合
を
除
き
、
夜
間
な
ど
時
間
外

の
受
診
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
、
風
邪
な
ど

の
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
毎
日
を
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！

お問い合わせ　市民部　医療保険課（近江庁舎） 1５２－６９２２　5５２－８７３０

一人当たりの一年間にかかる医療費は、

年々およそ3万円ずつ増加しています。

一人当たりの医療費 
80 

70 

60 

50 

40
H15

万円 

H16 H17 H18（見込み） 

577,994円 

615,149円 
647,000円 
　  （見込み） 

549,424円 

老人医療給付費の動向 
40 

38 

36 

34 

32
H15

億円 

H16 H17 H18（見込み） 

36億6737万円 

37億873万円 

37億3000万円 
　　　 （見込み） 

36億497万円 

このように老人医療費は増加傾向にあります。
一人当たりの医療費でみると下記のとおりです。
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2月 
伊吹山付近は、若狭湾と伊勢湾がせまる本州で最も狭い部分にあたり、周囲を
中部山脈と丹波・鈴鹿の山地に囲まれているため、冬は北からの季節風が、夏は
南からの風が入り、風の強さは全国的にもトップクラスです。また１日中晴れて
いた日が一年のうちでたったの19.8日という雲の多い山でもあります。1927年2
月には山頂で11.82ｍという観測史上、世界一の積雪量を記録しました。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

結婚相談[近江公民館](13時30分～16時）
心の教育相談[勤労青少年ホーム（志賀谷）]（9時～12時）

心の教育相談[近江公民館]（9時～12時）
心の教育相談[旧米原小学校（米原）]（14時～17時）

心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス]（10時～12時）
心の教育相談[ジョイいぶき]（9時～12時）

第6回山東図書館かるた大会　～近江百人一首・小倉百人
一首にチャレンジ！～［ルッチプラザ］（13時～16時）

心配ごと総合相談[三島荘（池下）]（10時～12時）

バレンタインデースイーツ教室
[和ふれあいセンター]（9時30分～12時）

子育てふれあいサロン［ジョイいぶき］
心の教育相談[近江公民館]（9時～12時）
心の教育相談[旧米原小学校（米原）]（14時～17時）

心の教育相談[勤労青少年ホーム（志賀谷）]（9時～12時）
心の教育相談[近江公民館]（14時～1７時）
おはなし会[近江図書館](11時～）
認めあう女と男とのパートナーフォーラム
［人権総合センターＳ・Ｃプラザ］（19時～21時）

おはなし会[山東図書館]（14時～）

心配ごと総合相談[米原地域福祉センター]（10時～12時）
心の教育相談[ジョイいぶき]（9時～12時）

心の教育相談[近江公民館]（9時～12時）
心の教育相談[旧米原小学校（米原）]（14時～17時）

結婚相談[近江公民館](13時30分～16時）
心の教育相談[勤労青少年ホーム（志賀谷）]（9時～12時）
おはなし会[米原公民館]（10時～）
地域における公共交通のあり方に関するシンポジウム

[県立文化産業交流会館]（13時30分～16時）

大衆演劇『瞼の母～忠太郎母恋笠～』
[ルッチプラザ]（13時30分～）

心配ごと総合相談
[伊吹健康プラザ愛らんど]（10時～12時）

■図書館の休館日
… ５日（月）・１３日（火）
１９日（月）・２２日（木）
２６日（月）

※１２日（月）は開館

■お知らせ
伊吹薬草の里文化センター図
書室は蔵書点検のため2月6日
（火）～9日（木）を休館させ
ていただきます。

■問 山東図書館 155－4554
近江図書館 152－5246

『風林火山（一）風の巻』
井上　靖／原作　大森　寿美男／著

日本放送出版協会

武田軍の軍師、山本勘助の生
涯を描く2007年ＮＨＫ大河ド
ラマのノベライズ本です。謀将
と謳われた彼の生き様、その志
とは･･･。勘助が仕えた甲斐の
名将・武田信玄、宿敵である越
後の上杉謙信など数々の武将た
ちが織り成す戦国大河ロマン！

『イチバン親切なパンの教科書』
坂本　りか／著
新星出版社

パンの作り方が、材料や道具な
ど基礎の基礎から、丁寧に説明
されています。手順の写真がた
くさん掲載されているので、微
妙な生地の状態がよくわかり、
初心者でも安心です。雪で外出
できないときに、お家でチャレ
ンジしてみてください！

積雪11.82ｍ！ 伊吹山にのこる世界記録

雪合戦奥伊吹バトル＆かまくら祭２００７
[甲津原交流広場特設会場]（16時40分～）

おはなし会[近江図書館]（11時～）

親子でフィットネス[ジョイいぶき]（10時～11時）

雪合戦奥伊吹バトル＆かまくら祭２００７
[甲津原交流広場特設会場]（9時～）

おはなし会[ジョイいぶき]（10時～）[山東図書館]（14時～）

掲載の新刊図書は、市内のすべての図書館（室）で借りることができます。



母子健康手帳の交付・妊婦相談
母子健康手帳は、健康づくり課・山東健康福祉センター・伊吹保健センター・近江保健センター・米原保健センター・米

原げんきステーションで交付しています。妊娠中の心配ごとやわからないことなどお気軽にご相談ください。

すくすくホットライン　155 ― 8105（内線164/受付8:30～17:15）
妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせは、“すくすくホットライン”までお気軽にお電話ください。

育児相談　 ＊時間はいずれも10：00～11：30です。

乳幼児健康診査　
健診名（対象のお子さん）

４か月児健診

（平成１８年１０月生まれ）

１０か月児健診

（平成１８年５月生まれ）

１歳６か月児健診

（平成１７年７月生まれ）

２歳６か月児歯科健診

（平成１６年８月生まれ）

３歳６か月児健診

（平成１５年８月生まれ）

３月 ２日（金）

３月 ９日（金）

３月２０日（火）

３月１５日（木）

３月　８日（木）

13：30～14：00
(BCGは13:00～13:15)

13：30～14：00

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳・バスタオル

・母子健康手帳・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ・バスタオル

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシ・コップ

・母子健康手帳、赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ
・子どもの尿（容器にとったもの）

山東健康
福祉センター

実 施 日 受付時間 健診会場 持 ち も の

実 施 日 会　　場 内　　　　　容

３月 ７日（水）

３月２３日（金）

３月２８日（水）

伊吹保健センター

近江保健センター

伊吹保健センター

・子どもの成長・発達・食事など、育児についての相談をお受けします。身
体計測も行います。
・育児不安、ストレス等でお悩みの方もご相談ください。

＊いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。
＊４ヵ月児健診はBCG接種も実施します。
＊赤ちゃん手帳の中の問診票(対象月)を子どもさんの様子をみながら記入してきてください。

予防接種

予 防 接 種 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象

３か月～６か月未満児

持ちもの・その他

BCG ３月２日（金）
13：00～

13：15
米原げんき
ステーション

予診票（赤ちゃん手帳内）に記
入して、母子健康手帳、体温計
とともにお持ちください。

＊診察前の体温は会場で測定してください。
＊薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応についてよく理解したうえで接種してください。

●対象年齢　第１期：生後12月以上24月未満
第２期：５歳以上7歳未満で小学校就学前の1年間（4月1日～3月31日）

※平成18年３月31日までに、麻しん予防接種及び風しん予防接種を済ませている方も新たに対象となります。

＊麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある場合は、対象年齢に該当していても麻しん風しん混合ワクチンを接種するこ
とができません。その場合、麻しんまたは風しんのいずれかかかっていない方の単独ワクチンを接種することになります。

麻しん 風しん 混合ワクチンの接種方法が変わりました！

三種混合第１期初回の３回接種については、必ず3～８週間の接種間隔で接種してください。子どもの体調に合わせ
て接種スケジュールをたてましょう。
接種が完了済かどうかわからない場合などは、主治医または健康づくり課にご相談ください。

三種混合予防接種について

離乳食教室　＊離乳食中期の内容を中心に栄養士による教室を開催します。３日前までに健康づくり課へお申し込みください。

実 施 日 時　　間 会　　場 持 ち も の

３月１６日（金） １０：００～ 近江保健センター
・母子健康手帳　・赤ちゃん手帳
・お皿とスプーン（お子さんが日常的に使っているもの）

今年度の第２期の対象者で、未接種の方は、
平成19年３月31日までに接種してください。



予防接種
【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応について
よく理解したうえで接種してください。

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

種　類 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象 持ちもの・その他

BCG

ポリオ

（秋期）

10月 ６日（金）

10月16日（月）

10月20日（金）

13:00～13:15

13:30～14:20
米原げんき
ステーション

３ヵ月～６ヵ月未満児
３ヵ月～7歳６ヵ月未満児で
まだ２回接種を受けていな
い児（1回目と2回目の間は、
6週間以上あけてください。）

予診票（赤ちゃん手帳内）に記入
のうえ、母子健康手帳、体温計と
ともにご持参ください。

歯に関すること

米原市ヘルスアップ事業にご参加ください！

歯 科 健 診 実 施 日 受付時間・場所 持ちもの

１歳児歯科健診

２歳～６歳児歯科健診 誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

３月２９日（木） 14:00～15:30 長浜市保健センター ・母子健康手帳
・子どもの歯ブラシと
コップ

１歳から６歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と歯科指導が母子ともに無料で受けられます。

65歳未満の方ならどなたでも参加いただけます。申込み不要・直接会場へお越しください。

★３月の栄養相談★ ★３月の運動教室★　　

― 母と子の強い歯をつくろう運動（主催：湖北歯科医師会）―

健診などに関するお問い合わせ　健康福祉部 健康づくり課（山東庁舎） 155－8105 555－8130

子育てサロン　＊プレイルームを開放します。
広　　場 実　施　日 時　間 場　　所 対　　象

赤ちゃん広場

ちびっ子広場

３月　７日（水)

３月２３日（金）

３月１４日（水）

３月２８日（水）
伊吹保健センター

伊吹保健センター

近江保健センター

お子さんとその保護者

おもに1歳未満のお子さんとその保護者

実施日

７日(水)

１５日(木)

２０日(火)

２７日(火)

実施日

6日・13日・20日・27日
(いずれも火曜日)

7日・28日
(いずれも水曜日)

1日・8日・15日・22日・29日
(いずれも木曜日)

1日・8日・15日・22日・29日
(いずれも木曜日)

時　間 時　間会　　場 会　　場持ちもの 持ちもの

13：30

～15：30
10：00

～

11：00

19：00
～20：00

伊吹保健
センター

伊吹保健
センター

・健診結果通知書
・筆記用具
・老眼鏡
（必要な方）

・運動シューズ
(上履き用)
・タオル
・飲み物

・運動シューズ
(外履き用)
・タオル
・飲み物

米原げんき
ステーション

米原げんき
ステーション

近江保健
センター

近江保健
センター

山東健康
福祉センター

ルッチプラザ
(スタジオ310)

9：30

～11：30

お知らせ

平成19年度の生活習慣病健診、がん検診は、内容・申し込み方法が変わります。
詳しくは３月に各戸配布のチラシでご案内します。

9：30

～12：00



２月のおはなし会 ２月のおはなし会 

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

米原市内では未就園児家庭を対象に

さまざまな子育て支援活動を行っ

ています。子どもたちの健やかな成

長と、楽しい育児を応援しています。

みなさん、ぜひ遊びに来てください。

子育て支援センターあゆっこ
米原市立米原中保育園内

〒521-0016 米原市下多良146－１　　
152－1114 552－5131

子育て支援センター寺子屋
長岡保育園内　〒521-0242 米原市長岡1167－4 

155－0061 555－8222
http://www.nagaokahoikuen.com

Qあゆっこ開放　毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
気軽に遊びに来ていただけるお部屋です。

Q園庭開放　月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある、遊具や砂場で遊びませんか？

Q育児電話相談　152－1114
毎週月曜日　13時～16時30分
相談員が応じます。ひとりで悩まず、まずお電話を。

Q園庭開放 毎週月～土曜日 10時～11時30分
遊具がたくさんあります。おうちの人と遊びに来てね。

Q育児電話相談　155－0061
毎週月～金曜日 10時～17時
ひとりで悩まないで！
保育士が相談に応じます。

３月の園開放　楽しい行事にいっしょに参加してね。

実施日時

３月　３日（土）
10:00～11:30

３月１０日（土）
10:00～11:30

活動内容

リサイクルでつなごう子育ての輪
まだまだ着られる子ども服があります。
好みのお洋服が見つかるかも…。

話したい事、やりたい事
ワイワイ　ガヤガヤ　たのしく遊ぼう！！

３月１３日（火）
10:00～11:30

人形劇がやってくる！
人形劇団：劇団とんと
演目　『ずっとそばにいるからね！』
場所　保育園ホール　

３月のめばえ活動 わらべうた遊びを楽しもう！
親子で歌をうたったり、ふれあったりして遊ぼう！

★めばえとは…生後～２歳児（Ｈ14.５.２～Ｈ15.５.１生まれ）
の未就園児親子を対象にした親子活動です。

実施日
３月　２日（金）
３月　６日（火）
３月　９日（金）
３月１３日（火）
３月１６日（金）
３月２０日（火）
３月２３日（金）

会　　　場
下丹生公民館
賀目山公民館
河 南 公 民 館
醒 井 公 民 館
朝 妻 集 会 所
南三吉会議所
筑摩蓮沼会館

時　　　間

10:00～11:30
（受付 9：50～）

と　き
３日（土）11時～
４日（日）10時～
４日（日）14時～
15日（木）11時～
18日（日）14時～
22日（木）10時～　

■図書館の休館日…山東図書館・近江図書館
５日（月）・１３日（火）・１９日（月）・２２日（木）・２６日（月）
※１２日（月）は祝日のため開館します。

■問 山東図書館　1５５－４５５４
近江図書館　1５２－５２４６

いずれも予約不要、入場無料！お気軽にどうぞ。

掲載の児童書は、市内のすべての図書館（室）で
借りることができます。

『ペネロペあいさつできるかな』
アン・グットマン／ぶん
ゲオルグ・ハンスレーベン／え
岩崎書店

ペネロペは、小さなコアラの女の子。ち
ょっぴり、うっかりやさんです。幼稚園か
ら帰るとき、お友だちに電話するとき、上
手にあいさつできるかな？

ところ
近江図書館　おはなしのへや
伊吹薬草の里文化センター図書室
山東図書室　おはなし室
近江図書館　おはなしのへや
山東図書室　おはなし室
米原公民館図書室

わくわく園開放

市 内 幼 稚 園

幼稚園での子どもたちの遊びや生活の様子

を知っていただくために、未就園のお子さん

とその保護者の方を対象に園開放を実施して

います。どうぞお気軽にお越しください。

★開催日時　２月15日（木）・16日（金） 9時30分～11時
問い合わせ　山東幼稚園　1５５－８４００

★開催日時　２月１７日(土) ９時45分～10時20分
対象者　醒井・息郷学区の未就園児親子(３歳児)
問い合わせ　醒井幼稚園　1５４－２６５５

★開催日時　２月14日（水）・28日（水） 9時30分～11時
対象者　入園前の未就園児（主に３歳児）
問い合わせ　米原幼稚園　1５２－９６１０

山東
幼稚園

米原
幼稚園

醒井
幼稚園
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国
際
化
社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
身

近
な
暮
ら
し
の
中
で
も
、
外
国
人
と
接
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

米
原
市
に
暮
ら
す
外
国
人
の
方
は
お
よ

そ
７
０
０
人
で
、
市
の
人
口
の
１.
７
％

に
あ
た
り
ま
す
。

私
た
ち
が
海
外
旅
行
へ
出
か
け
た
時

に
、
こ
と
ば
や
文
化
の
ち
が
い
に
戸
惑
う

こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
で
生
活
し
て

い
る
外
国
人
の
方
も
、
同
じ
よ
う
な
不
安

と
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
国
人
が
日
本
で
生
活
し
て
い
く
う
え

で
、
人
種
や
言
語
、
宗
教
、
習
慣
な
ど
の

ち
が
い
、
理
解
不
足
か
ら
く
る
偏
見
や
誤

解
な
ど
に
よ
り
、
人
権
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
外
国
人
お
断
り
」
な
ど
と
し

て
外
国
人
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
入
居
や

店
舗
な
ど
へ
の
入
店
を
拒
否
し
た
り
、
就

労
や
結
婚
の
と
き
に
不
平
等
な
扱
い
を
受

け
た
り
す
る
事
案
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
増
え
る
と
「
治
安
が
悪
く
な

る
」「
風
紀
が
乱
れ
る
」
と
い
う
忌
避
的

な
考
え
方
や
思
い
込
み
で
人
を
判
断
す
る

こ
と
は
、
人
権
を
無
視
す
る
こ
と
で
す
。

過
去
の
植
民
地
政
策
に
よ
っ
て
、
朝
鮮

半
島
か
ら
わ
が
国
へ
の
移
住
を
強
い
ら
れ

た
人
々
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、

道
路
や
ダ
ム
、
鉄
道
工
事
な
ど
、
日
本
の

産
業
や
生
活
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の
、

不
安
定
で
危
険
な
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
を
底
辺
か
ら
支
え

て
き
た
人
々
が
、
終
戦
と
同
時
に
「
日
本

国
民
で
な
い
」
と
の
理
由
で
、
戦
後
憲
法

の
基
本
的
人
権
の
保
障
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
三
世
、
四
世
と
世
代
を
重
ね
、

現
在
に
至
る
ま
で
日
本
に
定
住
し
て
い
て

も
、
日
本
人
と
同
じ
権
利
が
得
ら
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
の

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」（
入
管

法
）
の
改
正
以
後
、
就
労
な
ど
の
た
め
に

日
本
に
滞
在
す
る
外
国
人
が
増
え
て
い
ま

す
。外

国
人
労
働
者
は
、
短
期
間
、
日
本
で

働
い
て
か
ら
本
国
に
帰
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
年
定
住
化
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
外
国
人
労
働
者

へ
の
社
会
保
障
や
子
ど
も
の
教
育
上
の
課

題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

今
後
ま
す
ま
す
労
働
力
の
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
欧
米
諸
国
と

比
べ
て
、
外
国
人
労
働
者
と
そ
の

家
族
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
制

度
等
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
意
識
の
中
に
は
、
同

じ
民
族
で
あ
る
か
ど
う
か
、
同
じ

言
語
、
習
慣
を
も
つ
か
ど
う
か
で

区
別
し
、
異
な
る
存
在
を
排
除
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
外
国
人
を

一
律
に
「
ガ
イ
ジ
ン
」
と
呼
ぶ
こ

と
も
そ
の
意
識
の
表
れ
の
ひ
と
つ

で
す
。

し
か
し
、
社
会
や
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
日
本
も
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
、
世
界
の
状

況
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
異

な
っ
た
言
語
や
習
慣
、
文
化
、
民

族
な
ど
を
互
い
に
認
め
合
い
、
と

も
に
国
際
社
会
を
支
え
る
一
員
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の

解
決
の
た
め
に
協
力
し
、
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

シリーズ 

Vol.18

お問い合わせ　総務部　人権協働課（米原庁舎） 1５２―６６２９　5５２―４５３９

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

国
際
社
会
を
支
え
る

パ
ー
ト
ナ
ー

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
人
権
に
関
す
る
問
題
や
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
人
権
』
は
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
最
も
尊

重
さ
れ
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
を

考
え
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を

考
え
よ
う

〜
外
国
人
の
人
権
〜

外
国
人
差
別
の
現
状

こ



孫作ゆかりの高溝に
記念碑が完成（12／16）

平成18年はＮＨＫ大河ドラマ「功名が辻」の話題に沸い
た米原市。戦国武将・山内一豊の忠臣として知られる田中孫
作を顕彰する「高溝孫作会」では、孫作の功績を称える記念
碑を建立し、完成除幕式を行いました。
ドラマの放送前から孫作にちなんだ人形やせんべい、記念

誌などの発行で地域の活性化を図ってきた高溝孫作会では、
放送終了後も全国に高溝の地と孫作の偉業を伝えたいと、今
後の地域づくりに対する熱意を語ってくださいました。

地域防災への決意新たに　
新春恒例　消防出初式（1／7）

伊吹薬草の里文化センターで、市内の消防団員と消防職員など関
係者およそ350人が集まり、新春恒例の消防出初式が行われました。
式典では、消防活動に精励した団員や永年勤続団員など279人に表
彰状や感謝状が贈られました。式辞で平尾市長は、市内855人の消
防団員に対し、日頃の消防活動に対する感謝の言葉を述べるととも
に、「引き続き市民の安心と安全のために地域を支えてもらいたい。」

と激励しました。式典終了後、時折小雪が吹き付ける中、分列行進、車両行進と一斉放水が披露され、参加者
一同、今年も地域防災への決意を新たにしました。

伊吹高校ホッケー部がアベック優勝　
第２回全国高等学校ホッケー
チャンピオンズカップ（12／26～29）
岐阜県グリーンスタジアムで「第２回全国高等学校ホッケ

ーチャンピオンズカップ」が開かれ、伊吹高校男女ホッケー
部が見事アベック優勝をしました。
この大会は、高校生の更なる競技力の向上をめざして行わ

れたもので、今年度開催された全国大会において活躍した８
校に出場のチャンスが与えられました。全国のトップチーム同士の熱戦を制し、伊吹高校ホッケー部は男女と
もに真の高校チャンピオンとなりました。

おめでとう！501人が20歳
は た ち

の門出
～平成19年米原市成人式～（１／７）

今年も県立文化産業交流会館で成人式
が開催されました。なつかしい友人や恩
師との再会に会場内は歓喜のムードに包
まれ、あちらこちらで互いの近況を報告
し合う姿が見られました。
式典では、平尾市長をはじめ、来賓か

ら祝辞が述べられ、その後、中学時代の恩師が見守る中、新成人を代表して野沢
のざ わ

武士
たけ し

さんが「20歳になり、決して中身が大きくなったわけではありませんが、大人
として責任のもてる人間になっていかなければならない」と20歳の抱負を発表しま
した。
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彦
根
城
で
は
、
今
年
、
築
城
四
〇
〇
年

と
い
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
の
あ
と
、
老
朽
化
し
た
建
物

の
維
持
管
理
が
難
し
い
な
ど
の
理
由
で
、

各
地
の
お
城
が
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
彦

根
城
も
取
り
壊
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
長
沢
に

あ
る
福
田
寺
住
職
の
妻
、

か
ね

子こ

で
す
。

子
は
京
都
の
公
家
、
二
条
家
の
出
身

で
、
二
条
齋
敬

な
り
ゆ
き

の
妹
に
あ
た
り
ま
す
。
幕

末
に
福
田
寺
の
二
二
世
住
職
、
本
寛

ほ
ん
か
ん

の
も

と
へ
嫁
ぎ
ま
し
た
。
大
老
・
井
伊
直
弼
は

本
寛
の
従
兄
弟

い

と

こ

に
あ
た
り
、
二
人
の
仲
人

を
務
め
て
い
ま
す
。

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）、
明
治
天
皇

が
北
陸
行
幸
の
帰
途
で
福
田
寺
に
立
ち
寄

ら
れ
た
折
、

子
が
、
廃
城
令
が
出
て
い

た
彦
根
城
の
保
存
を
天
皇
に
願
い
出
た
こ

と
で
、
彦
根
城
は
解
体
の
危
機
か
ら
救
わ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
彦
根
城
と
の
縁
も
深
い
古こ

刹さ
つ

・
福
田
寺
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

福
田
寺
の
歴
史
は
古
く
、
寺
伝
に
よ
る

と
天
武
天
皇
の
勅
願

ち
ょ
く
が
ん

に
よ
っ
て
、
近
江
の

古
代
豪
族
息
長
宿す

く

祢ね

王
が
施
主
と
な
っ
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
立
当
初
、
そ
の
宗
し
ゅ
う

旨し

は
三
論

さ
ん
ろ
ん

・
法
相

ほ
っ
そ
う

宗し
ゅ
う

、
さ
ら
に
は
天
台
宗
で
し
た
が
、
本
願

寺
三
世
の
覚
如

か
く
に
ょ

上
人

し
ょ
う
に
ん

が
訪
ね
ら
れ
た
と
き
、

住
持

じ
ゅ
う
じ

覚
乗

か
く
じ
ょ
う

が
帰
依
し
て
浄
土
真
宗
に
改
宗

し
ま
し
た
。『
大
谷
本
願
寺
通
記
』
に
は
覚

如
の
門
弟
と
し
て
「
覚
乗
江
州
長
沢
福
田

寺
」
と
あ
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
真
宗
寺

院
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
願
寺
八
世
蓮
如

れ
ん
に
ょ

上
人
の
御お

文ふ
み(

年
未
詳

九
月
十
日
付
福
田
寺
門も
ん

徒と

中
宛

ち
ゅ
う
あ
て)

に
「
福
田
ふ
く
で
ん

寺じ

住
持
事

じ
ゅ
う
じ
の
こ
と
、
自
京
都
可
下
候
之
由

き
ょ
う
と
よ
り
く
だ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
の
よ
し

・
・
・
」

と
あ
り
ま
す
。
寺
伝
で
は
、
延
徳
年
間

え
ん
と
く
ね
ん
か
ん

（
一
四
八
九
〜
九
二
）
に
蓮
如
上
人
が
福
田

寺
に
三
年
間
身
を
寄
せ
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
御
文
に
よ
れ
ば
下げ

向こ
う

の
意
向
は
あ
っ
た
も
の
の
実
現
は
し
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

戦
国
時
代
に
は
湖
北
十
ヶ
寺
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
本
願
寺
と
浅
井
氏
の
仲
介
、
連

絡
役
を
務
め
ま
し
た
。
寺
伝
で
は
織
田
信

長
と
の
抗
争
に
福
田
寺
一
一
世
覚
芸

か
く
げ
い

は
湖

北
十
ヶ
寺
の
惣
頭
職

そ
う
と
う
し
ょ
く

と
し
て
門
徒
四
千
五

百
余
人
を
率
い
て
戦
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
四
世
黙
然

も
く
ね
ん

の
時
、
一
時
東
本
願
寺
に

転
派
し
ま
す
が
、
寛
文

か
ん
ぶ
ん

一
一
年
（
一
六
七

一
）
に
は
西
本
願
寺
の
直
轄
寺
院
と
な
り
、

長
沢

な
が
さ
わ

御
坊

ご
ぼ
う

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
宝
暦

ほ
う
れ
き

一
一
年
（
一
七
六
一
）
に
は
本

願
寺
第
一
七
世
法
如

ほ
う
に
ょ

上
人
の
息
男
が
入
寺

し
て
、
福
田
寺
一
九
世
法
寛

ほ
う
か
ん

と
な
り
、
院

家
寺
院
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治

三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
別
格
寺
院
と

な
っ
て
い
ま
す
。

福
田
寺
本
堂
は
、
正
徳

し
ょ
う
と
く

元
年
（
一
七
一

一
）
に
建
て
ら
れ
た
江
戸
時
代
中
期
を
代

表
す
る
大
型
の
真
宗
寺
院
の
本
堂
建
築
で

す
。
表
門
も
規
模
の
大
き
い
豪
壮
な
四し

脚
門

き
ゃ
く
も
ん

で
、
正
面
に
四
間
の
塀
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。「
目
隠
し
塀
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
直
進
や
本
堂
を
正
面
に
見
る
こ
と

を
さ
え
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
鐘
楼
を
含
め
、

近
世
真
宗
寺
院
建
築
の
美
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
で
も

あ
る
福
田
寺
の
「
奴
振
り
」
は
　
子
の
輿

入
れ
に
追
随
し
て
き
た
奴
振
り
を
模
し
た

も
の
で
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、
毎
年

五
月
一
日
と
一
一
月
中
頃
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

本
願
寺
を
支
え
た
福
田
寺

米
原
市
の
　
歴
史
・
文
化
財
　
を
歩
く
○24

か
く
し
て
彦
根
城
は
残
っ
た

近
世
真
宗
寺
院
の
建
築
群

▲ 福田寺本堂

▲ 豪壮な四脚門も福田寺の見どころ



ほほえみ 

２
０
０
５
年
11
月
に
伊
吹
山

の
ふ
も
と
に
あ
る
民
宿
を
改
修

し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ほ
ほ
え

み
」
を
開
所
し
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
ひ
と

つ
屋
根
の
下
、
み
そ
汁
の
匂
い

が
漂
い
、
笑
い
声
と
お
し
ゃ
べ

り
が
聞
こ
え
る
、
そ
ん
な
「
う

ち
」
を
つ
く
り
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く

ふ
れ
合
え
る

場
所
を
つ
く

り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立

ち
上
げ
を
決

意
し
ま
し
た
。

開
所
に
至

る
ま
で
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
大
き
な
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２

０
０
５
年
４
月
14
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
認
証
を
う
け
、
改
修
工

事
も
無
事
終
了
、
同
年
11
月
よ

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
み
の
開
所
か
ら
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
１
年
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

日
々
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
も
積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
を
通
じ

て
、
ほ
ほ
え
み
の
う
ち
に
は
、
い

つ
も
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
聞
こ

え
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
日
々
、
人
生
の

大
先
輩
で
あ
る
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
多
く
の
パ
ワ
ー
を
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
６
年
10
月
か

ら
、
障
害
者
等
日
中
一
時
支
援

事
業
所
と
し
て
の
活
動
も
開
始

し
、
現
在
、
数
名
の
障
害
を
も

つ
方
が
、
お
年
寄
り
の
方
々
と

と
も
に
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

や
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ

り
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、

一
日
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

毎
回
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」、「
こ
こ
へ
来
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
る
ん
や
で
」

な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

我
々
ス
タ
ッ
フ
も
本
当
に
あ
り

が
た
く
、
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
小
規
模
多
機
能
型

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
通

所
介
護
を
中
心
に
、
訪
問
、
お

泊
ま
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

だ
れ
も
が
願
う
「
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
思
い
に
応
え
、
小

規
模
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
保
育
等
の

育
児
支
援
事
業
を
展
開
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集

う
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
家
族
の

「
う
ち
」
づ
く
り
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

特定非営利活動法人　ほほえみ NPO DATA File.007

ほ
ほ
え
み
の
今
後
の
目
標

■事業内容　ディサービス
利用時間延長、お泊まり対応します。
(一日のみの利用もできます。)
障害者等日中一時支援
■スタッフ人数　20人
■活動の場所　
米原市上野1056
■問い合わせ
1 5 58―2288

tクリスマス会でハイ・チーズ

▲みんなでそろっておいしい昼食！

明
る
く
・
楽
し
く
・
笑
顔
の
絶
え
な
い
　

み
ん
な
の
「
う
ち
」
づ
く
り
を

ほ
ほ
え
み
の
思
い
と

誕
生
ま
で

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

明
る
い
「
う
ち
」
で
す

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

この看板が
目じるしです
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市の発行する「口座振込通知書（はがき）」の個人情報保
護シール部分に掲載。
【広告期間】4月頃からはがきの

使用を完了するまで
【発行枚数】40,000枚程度／年
【広告規格】縦35mm×横90mm

1色刷
【掲 載 料】申込み金額の最高額
【申込受付】２月15日（木）

～28日（水）※必着
【問 合 せ】会計課 152－1555

FAX 52－4447

市から納税者へ発送する納税通知書の送付用封筒（裏面）
へ掲載。
【広告期間】5月頃から平成20年

3月頃まで使用。
【発行枚数】77,000枚程度／年
【広告規格】縦55mm×

横100mm・１色刷
【掲 載 料】申込み金額の最高額
【申込受付】２月15日（木）

～28日（水）※必着
【問 合 せ】税務課　1 52－1556

FAX 52－8730

市の広報誌「広報まいばら（１日号）」や公式サイトに掲載。
【広告規格】
広　報　誌：縦45mm×横87mm・２色刷（指定色）
公式サイト：縦４４ピクセル×横２２０ピクセル

ＧＩＦ形式・容量１０キロバイト以内
【掲 載 料】
広　報　誌：1枠15,000円（税込）
公式サイト：１枠・１月10,000円（税込）
【締 切 り】２月28日（水）※平成19年度分一括受付
【問 合 せ】情報政策課　1 52－6627 FAX 52－5195

平成19年度に作成する米原市の観光ポスター（4種類）
に掲載。
【広告期間】通年
【発行部数】１ポスターあたり500部
【広告規格】縦60mm×横171mm・フルカラー

１ポスターに3枠・計12枠を募集。
複数枠での申込可。

【掲 載 料】1枠10,000円（税込）
【締 切 り】３月20日（火）
【問 合 せ】商工観光課　1 58－2227 FAX 58－1197

口座振込通知書（はがき） 納税通知書送付用封筒

広報誌・公式サイト（ホームページ） 米原市観光ポスター　　　　　　

滋賀県市町村交通災害共済　加入申込の受付中です！

掛金　１人５００円／年で通院１日目から見舞金支給

[加入要件] 滋賀県内の住民基本台帳に記載されている方、または外国人登録

をしている方と、県内の事業所・事務所・学校等に勤務または在学してい

る方です。なお、平成1９年3月31日以前に県外に転出される方は加入で

きませんのでご注意ください。

[共済掛金の支払い] 平成19年３月31日までにお支払いください。

[共済期間] 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日までです。（ただし、

４月１日以降に掛金支払いの場合、支払いの翌日からの加入となります。）

[対象となる事故] 日本国内で一般の交通の用に供する道路において、自転

車・バイク・自動車等の運行中に発生した事故（自損行為含む）または、

これらの車両にひかれたりした事故による死傷。ただし、飲酒運転、無免

許運転、その他故意または重大な過失による場合は支給されません。

見舞金請求期限　交通事故発生日から１年以内（追加請求は２年以内）

お問い合わせ　市民部　防災安全課（近江庁舎） 152－6630 552－6930

市では、新たな財源の確保と市の発行する印刷物等の有効活

用を図るため、下記の媒体に広告を掲載していただける事業者

を募集します。
広告主を募集します広告主を募集します

納付は期限までにすませましょう。 

税の納付には便利な 

口座振替をご利用ください 

◆申込方法 
申込書は米原市役所各庁舎または金融機関 
窓口にありますので、預金通帳・届出印・納税 
通知書をお持ちになって手続きをして下さい 

この封筒は印刷経費の一部を広告収入で賄っています 

100mm

R100

55mm

郵便はがき 

５２１- ２３４５ 

米原市○○▲▲番地 

米原　一郎　様 

口 座 振 込 通 知 書  
振込内容のご案内です。  

シールをはがして内容をご確認ください。 
米原市役所 

広告募集スペース 

35mm

90mm
:ここからゆっくりとはがしてご覧ください 

振込指定金融機関（全機関本店及び各支店）

滋賀銀行、びわこ銀行、長浜信用金庫、レーク伊吹農業協同組合、大垣共立銀行

広報2月1日号に折込みの加入申込書（加入者台帳・領収書）の太枠内に必要

事項（住所・氏名等）を記入し、下記指定金融機関にて掛金をお支払ください。
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◆

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収
入

が
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

場
合
な
ど
で
平
成
18
年
中
の
所
得
金
額

の
合
計
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
と
き
。

◆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
…

①

給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

場
合
。

②

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

各
種
の
所
得
（
地
代
、
家
賃
、
原
稿

料
な
ど
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
場
合
。

③

給
与
を
２
ヶ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
た
主
た
る
給

与
以
外
の
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額

と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

種
の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
場
合
。

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
米
原
市
に

居
住
し
平
成
18
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

や
給
与
所
得
以
外
に
農
業
、
商
工
業
や
地

代
、
家
賃
な
ど
の
所
得
が
あ
り
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
人
は
、
市
県

民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
申
告
書
は
、
国
民
健
康
保
険

税
な
ら
び
に
介
護
保
険
料
の
申
告
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

今
年
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー

ジ
の
日
程
・
会
場
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

申
告
相
談
の
日
程
と
会
場
を
ご
確
認
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

収
入
金
額
の
明
細
や
支
払
い
の
領
収
書

等
か
ら
収
支
計
算
を
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

平
成
18
年
分
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。
農
業
所
得
申
告
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
19
〜
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
次
に
該
当
す
る
人
は
、
長
浜
税
務
署
で

申
告
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
白
色
事
業
者

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

・
譲
渡
所
得
が
あ
る
（
株
式
等
も
含
む
）

・
青
色
申
告
を
す
る

・
山
林
所
得
が
あ
る

・
先
物
取
引
に
係
る
所
得
が
あ
る

左
下
の
「
税
務
署
の
巡
回
確
定
申
告
会
場
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日
ま
で
に

確
定
申
告
を
必
要
と
す
る
人

市
県
民
税
の
申
告
も

３
月
15
日
ま
で
に

申
告
相
談
会
場
・
日
時
の
ご
確
認
を

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

http://www.nta.go.jp

国税庁ホームページには、
所得税の確定申告が簡単に作
成できる｢確定申告書等作成コ
ーナー」があります。ここで
作成した申告書は、そのまま
税務署に提出できます。

国税庁ホームページ

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

適
用
さ
れ
る
方

日
時
　
２
月
１
日
（
木
）
９
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分
、
２
月
２

日
（
金
）
９
時
30
分
〜
12
時

会
場
　
長
浜
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
地
福
寺
町
）

●
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

日
時
と
会
場
　
２
月
８
日
（
木
）
山
東

公
民
館
、
２
月
９
日
（
金
）
県
立
文
化

産
業
交
流
会
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
９

時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
30
分

●
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で

株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

日
時
　
２
月
２
日
（
金
）13

時
〜
15
時
30
分

会
場
　
長
浜
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
地
福
寺
町
）

お
問
い
合
わ
せ
　
1
６
２
ー
６
１
４
４

長
浜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
分
　
事
前
申
告
指
導
会

●
農
業
所
得
申
告
を
さ
れ
る
方
は
…

ホームページも
ご活用ください

HP



19 public information  Maibara 2007.2.1

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
12
時
お
よ
び

13
時
〜
16
時
で
す
。

※
消
費
税
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
。

山
東
商
工
会
館

３
月
１
日
（
木
）
・
２
日
（
金
）

長
浜
商
工
会
議
所

２
月
16
日
（
金
）、

２
月
19
日
（
月
）
〜
21
日
（
水
）

３
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

虎
姫
町
商
工
会
館

２
月
27
日
（
火
）
・
28
日
（
水
）

木
之
本
町
商
工
会
館

２
月
26
日
（
月
）、
27
日
（
火
）

お問い合わせ　市民部　税務課（近江庁舎）1５２－１５５６　5５２－８７３０

対象学区等

山東東学区

山東西学区

柏原学区

大原学区

春照学区

伊吹学区

東草野学区

醒井学区

米原学区

息郷学区

息長学区

坂田学区

山東全学区

米原全学区

近江全学区

全学区

相談会場

山東庁舎

山東庁舎

山東庁舎

山東B&Ｇ海洋ｾﾝﾀｰ

山東庁舎

ジョイいぶき

ジョイいぶき

ジョイいぶき

醒井水の宿駅

米原庁舎

米原庁舎

ゆめホール

米原庁舎

近江庁舎

近江庁舎

山東庁舎

米原庁舎

近江庁舎

近江庁舎

相談日（時間はいずれも９時から16時までです）

２月１６日（金）、３月２日（金）

２月２６日（月）、３月５日（月）

２月１９日（月）、２０日（火）、３月１２日（月）

３月６日（火）

２月２７日（火）～３月１日（木）、３月１３日（火）

２月２１日（水）～２３日（金）

３月７日（水）、８日（木）

３月９日（金）

２月２７日（火）

３月８日（木）

２月２１日（水）～２３日（金）、３月９日（金）、１２日（月）、１３日(火）

２月２６日（月）

３月８日（木）

２月１６日（金）、１９日（月）、２０日（火）、３月５日（月）

２月２８日（水）、３月１日（木）、２日（金）、６日（火）

３月１４日（水）

３月１４日（水）

３月７日（水）

３月１５日（木）

申告相談日程表 なるべく学区指定日に、指定の相談会場へお越しください。

税
務
署
の
巡
回
確
定
申
告
会
場

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

手
続
き
カ
ン
タ
ン
！
　

納
税
は
口
座
振
替
で
期
限
内
に

今
年
の
確
定
申
告
分
か
ら
ご
利
用

に
な
る
場
合
は
、
左
記
の
申
告
期
限

ま
で
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
通
帳
の

お
届
け
印
を
押
印
し
て
税
務
署
ま
た

は
取
引
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
と
納
付
の
期
限

・
申
告
所
得
税
は
３
月
15
日
（
木
）
ま

で
に
〔
口
座
振
替
日
は
４
月
20
日
（
金
）〕

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）

は
４
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
〔
口
座
振

替
日
は
４
月
26
日
（
木
）〕

＊
口
座
引
き
落
し
日
の
前
日
ま
で
に
納
税
額

に
見
合
う
預
貯
金
の
ご
準
備
を
…

振
替
日
に
引
き
落
し
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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確
定
申
告
そ
の
前
に 

平成18年分の農業所得（平成19年２月～３月の確定申告分）から収支計算
（収入－経費＝農業所得）で申告をしていただくことになりました。
農家のみなさんには、帳簿やノートから「収支内訳書（農業所得用）」を作

成し、確定申告書や市県民税申告書に添付していただく必要があります。
なお、収支内訳書が作成できていないと確定申告の受付ができませんので、
確定申告までに作成をお願いします。

次のような収入は農業所得の収入金額となりませんので、該当する所得で申告してください。

区分される所得等

配当所得の収入金額となります。

田や農作業場など（土地や建物など）の貸し付けによ

る収入は不動産所得の収入金額となります。

※農機具の貸し付けによる収入は農業所得の雑収入と

して計上します。

不動産所得の収入金額となります。

譲渡所得の収入金額となります。

一時所得の収入金額となります。

※一時所得の場合、他の一時所得（生命保険の満期保

険金など）と合算した金額から５０万円を控除した残

額の１／２が申告所得となります。

一時所得の収入金額となります。

※支払保険料のうち積み立て部分を必要経費として計上

します。

収入の内容

農協等から受け取る出資配当金

小作契約に基づく収入（小

作料）や土地・建物などの

貸借料

電柱の敷地料等

農業用資産の譲渡収入

水田農業構造改革交付金等

（産地づくり対策交付金など）

農作業場などに係る建物更

正共済の満期共済金

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
　
　

〈
米
原
市
長
賞
受
賞
作
品
〉

私
は
、
こ
の
税
の
作
文
を
書
こ

う
と
思
っ
た
と
き
、
税
に
つ
い
て

私
は
ほ
と
ん
ど
無
知
だ
と
い
う
こ

と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

先
ず
税
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知

ろ
う
と
、
資
料
を
た
く
さ
ん
集
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
税
金
が
ど
ん

な
こ
と
に
使
わ
れ
、
ど
ん
な
こ
と

に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
特

に
注
目
し
て
調
べ
ま
し
た
。

先
ず
、
公
共
の
施
設
は
、
全
て

税
金
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
本
を
借
り
る
図
書
館
、
そ
し
て

病
院
や
消
防
署
、
私
た
ち
が
通
っ

て
い
る
学
校
な
ど
も
で
す
。
私
は

小
さ
い
頃
に
病
院
に
入
院
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
の
施
設

は
、
足
が
不
自
由
な
人
た
ち
の
た

め
の
手
す
り
が
設
置
し
て
あ
っ
た

り
、
松
葉
杖
や
車
椅
子
も
た
く
さ

ん
完
備
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
術
を
す

る
た
め
の
器
具
な
ど
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
費
用
が
税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
病

院
の
施
設
は
本
当
に
整
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
私
の
妹
は
自
転
車

で
事
故
に
あ
っ
て
、
救
急
車
で
運

ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
に
大
き
な
事
故
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
妹
の
ケ
ガ
も
大
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も

し
「
あ
の
事
故
が
大
き
く
て
、
妹

の
命
が
危
な
か
っ
た
ら
」
と
考
え

る
と
、
本
当
に
救
急
車
に
感
謝
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
は

考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
救
急
車

が
来
て
く
れ
た
の
も
税
の
お
か
げ

な
の
で
す
。
今
は
、「
税
に
も
、
も

っ
と
感
謝
し
な
き
ゃ
な
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
私
た
ち
の

身
近
で
使
わ
れ
て
い
る
税
は
『
教

育
費
』
で
す
。
小
・
中
・
高
と
税

が
使
わ
れ
、
こ
の
十
二
年
間
で
、

す
ご
い
大
金
の
税
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
、
こ
ん
な
に
使
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
、
驚

き
ま
し
た
。
小
学
生
の
と
き
、
学

年
の
始
め
に
教
科
書
が
配
ら
れ
た

と
き
、
あ
る
子
が
「
先
生
、
こ
れ

た
だ
？
」
と
聞
く
と
、
先
生
は
、

「
そ
う
だ
よ
。」
と
答
え
、
私
は
そ

の
と
き
「
ラ
ッ
キ
ー
。」
と
し
か
考

『
税
の
あ
り
が
た
さ
』

米原中学校　３年

宮部
みやべ

叶理
かな り

平成１８年中に農作物の

販売（個人売買含む）や出荷をされた方へ

！
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Ａ　収支内訳書（農業所得用）を提出していただくことで、領
収書などを添付する必要はありません。
※ただし、税務署などから提示などを求められる場合があ
りますので、いつでも領収書等を提示できるように保管
しておいてください。

Ａ　特に定まった割合はありませんので、農業者個々に農繁期
と農閑期との差額や走行距離、使用回数等により、合理的
にあん分し農業割合を算出してください。

※農業割合は、減価償却費、ガソリン代、修繕費、車検費用、
任意保険、自動車税等すべてに関連します。

Ａ　家族が農業を手伝っている場合に支払った手伝い賃は経
費になりませんが、要件を満たせば事業専従者控除が受け
られます。

【要件】①申告者と生計を一にする親族であること。
②その年の１２月３１日現在の年齢が１５歳以上で
あること。
③１年のうち６ヶ月以上農業に専ら従事していること。

※会社員や学生であれば専らは従事できないため、事業専従
者控除は受けられません。

【事業専従者控除の金額】
事業専従者１人につき、次の（１）と（２）のいずれか少な
いほうの金額を控除額とします。

（１） その事業専従者が配偶者である場合は、８６万円
配偶者以外の親族である場合は、 ５０万円

（２）（専従者控除前の農業所得の金額）÷（事業専従者＋１）
【注意する点】
（１） 事業専従者控除の金額は、その事業専従者本人の給与収
入となります。

（２） 事業専従者控除の対象となる事業専従者を扶養控除や配
偶者控除、配偶者特別控除の対象とすることはできません。

Ａ　通常、他に販売する価格で計上してください。１年間に１
世帯あたりいくら、１人あたりいくらという計上方法でも
かまいません。（少なくとも原価相当となる野菜の肥料や農
薬、諸材料などに相当する収入があったと考えて計上して
ください。）

Ａ　建物などに支出する費用は、修繕費と資本的支出（資産の
使用期間を延長させたり、価値を増加させるもの）に分類
され、資本的支出は資産の取得価格に含め減価償却するこ
とになります。しかし、農作業場の改造などで費用が２０
万円未満の場合など（下記①および②）は、修繕費として
その年に必要経費とすることができます。
①修理、改良等に要した金額（２年以上にわたるときは、
各年ごとの金額）が２０万円に満たない場合
②その修理、改良等がおおむね３年以内の期間を周期とし
て行われることが明らかな場合

※定期的な補修については修繕費となります。ビニールハウ
スの補修など。

※資本的支出（減価償却必要）か修繕費かの区分が困難な場
合で、費用が６０万円に満たない場合は全額を修繕費とし
て経費算入できます。
＊大規模な修繕がある方は個別にご相談ください。

Ｑ１　申告の際、領収書などを提出しなくてはい
けないのですか？

Ｑ５　農繁期に会社員である自分の子が手伝って
くれるが、その時の手伝い賃はどうなりま
すか？

Ｑ３　農業経費と家事経費が混在している場合の
農業割合の算出方法は？
（軽トラ・水道料・電気代等）

Ｑ４　農作業場のシャッターを付け替えました
が、修繕費になりますか？

Ｑ２　お米を販売している農家が、少しだけ野菜を栽
培し、出荷しない場合の自家消費の計上方法は？

～事業専従者控除の計算例～
専従者控除前の農業所得　９０万円　　　専従者の人数　１人（子）
事業専従者が子である場合には、５００，０００円と下記の計算の金額の
いずれか少ない方の金額が控除額となります。
事業専従者控除額＝９００，０００円÷２（専従者＋１）＝４５０，０００円
したがって、この場合の事業専従者控除の金額は４５０，０００円となります。
この４５０，０００円は、子の給与収入になるとともに、この子を扶養控
除の対象とすることはできません。
※扶養控除、配偶者控除などの控除額は、所得税では３８万円、住民税では
３３万円です。
専従者控除の金額により、専従者控除か扶養控除（配偶者控除）かどちら
か有利な方を選択することができます。

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
教
科
書
も
税
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
ん
だ
と
、
今
に
な

っ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
毎
日
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
学
校
も
税
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
や
っ
て
身
の
回
り
に
少
し

目
を
向
け
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん

の
も
の
が
税
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
、
私
た
ち
の
生
活
も
す
ご
く
助

け
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
作
文
を
書
く
前

ま
で
は
、
「
何
で
消
費
税
な
ん

か
・
・
・
」
と
か
腹
を
立
て
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
自

分
が
「
恥
ず
か
し
い
な
ぁ
」
と
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
を
書
い
て
、
私
は
少

し
だ
け
税
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

税
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
考
え
、

教
科
書
を
大
切
に
扱
っ
た
り
、
学

校
の
備
品
な
ど
も
丁
寧
に
扱
っ
た

り
す
る
な
ど
、
も
っ
と
身
の
回
り

の
税
に
感
謝
し
て
生
活
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

お問い合わせ　市民部　税務課　市民税係（近江庁舎） 1５２－１５５６　5５２－８７３０
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実施日s２月８日(木)･22日(木)
19時まで延長

実施窓口s市役所各庁舎窓口
※毎月第2･第4木曜日(祝日の場合は前
日の水曜日)に延長窓口を開設してい
ます。
《取り扱い業務》
・住民票･印鑑証明･戸籍証明の発行
・印鑑登録申請
・税に関する証明書の発行
・税金の納付
・125cc以下のバイクの登録
・米原市ナンバー(旧町ナンバー含む）
の廃車申告
・臨時運行許可業務
■問 市 市民窓口課
1 52－6927 5 52－4539

２月13日（火）は、県立文化産業交
流会館が休館日のため、休業させてい
ただきます。なお、大津の窓口は、通
常どおり開設します。
■問 滋賀県パスポートセンター　
1 077－527-3323
5 077－527-3329

市では、米原市立学校給食施設の適
性かつ円滑な運営に関する重要な事項
を審議いただくため、学校給食運営委
員を募集します。
応募資格s市内在住・在勤または在学
の20歳以上の方
任期s平成19年４月１日

～平成20年３月31日まで

募集定員s４人以内
応募の締切s２月26日（月）[必着]
申込み方法などくわしくは下記まで
■申 ・■問 市教委 教育総務課（山東庁舎）
1 55－8107 5 55－4040
Ｅメール kyouiku@city.maibara.shiga.jp

市における生涯学習社会の実現に向
けて社会教育に関する諸計画の立案お
よび米原市教育委員会の諮問に対する
意見具申ならびにこれらに必要な研究
調査を行う機関として、社会教育委員
を募集します。
応募資格s市内在住・在勤または在学
の20歳以上の方
任期s平成19年4月1日

～平成21年3月31日まで
募集定員s３人以内
応募の締切s２月27日（火）[必着]
申込み方法などくわしくは下記まで
■申 ・■問 市教委　生涯学習課（山東庁舎）
1 55－8110 5 55－4040
Ｅメール gakusyu@city.maibara.shiga.jp

市立図書館（山東図書館・近江図書
館）の管理運営に関して図書館長の諮
問に応じるとともに、図書館の行う奉
仕活動に対して意見を述べる機関とし
て図書館協議会委員を募集します。
応募資格s市内在住、在勤または在学
の20歳以上の方
任期s平成19年４月１日

～平成21年３月31日まで
募集定員s２人以内
応募の締切s2月27日（火）[必着]
申込み方法などくわしくは下記まで
■申 ・■問 市教委　生涯学習課（山東庁舎）
1 55-8110 5 55-4040
Ｅメール gakusyu@city.maibara.shiga.jp

みんなでルッチプラザの運営につい
て一緒に考えてみませんか？

内容s実施計画や施設管理運営に関す
る提案や会議への出席
応募資格s市内在住または在勤で満20
歳以上の方
募集人数s２人
募集期間s２月１日（木）～２月25日（日）
■申 ・■問 ルッチプラザ　
1 55－4550 5 55－4556

募集内容s①２等陸・海・空士　
②予備自衛官補（一般）
③予備自衛官補（技術）

応募資格s①18歳以上27歳未満　
②18歳以上34歳未満
③18歳以上で国家資格を
有する方

申込受付期間s①２月23日（金）
②・③４月９日(月)まで

■申 ・■問 自衛隊彦根地域事務所　
彦根市旭町1-24 田中ビル２ｎｄ１Ｆ
1 0749-26-0587
http//www.shiga.plo.jda.ne.jp

総務省では電気通信サービス利用者の
意見を電気通信行政に生かすため、電
気通信サービスモニターを募集してい
ます。
応募資格s満20歳以上で近畿2府4県に
在住の方
活動内容s年２回のアンケートへの回
答・モニター会議（年１回、依頼者
のみ）への出席
※回答・出席者には謝金あり
委嘱期間s平成19年４月１日

～平成20年３月31日まで
募集定員s130人
応募締切s２月19日（月）
■申 ・■問 近畿総合通信局　情報通信部　
電気通信事業課
1 06－6942－8518
〒540-8795 大阪市中央区大手前1-5-44
http//www.ktab.go.jp/

２月の窓口業務・
事務延長のご案内

車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

広　告

社会教育委員を募集

自衛隊員募集

平成19年度電気通信
サービスモニター募集

図書館協議会委員を募集

市民交流プラザ運営審議会
委員を募集

パスポートセンター(米原)
休業日のお知らせ

学校給食運営委員を募集

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）
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フリーマーケット・
コミュニティ2007 出店者募集

子どもの健康セミナー
「子どもの事故防止研修会」

心配ごと総合相談

英語講座
～日本にいながら留学体験～

オープンキャンパス
「英語プログラム体験レッスン」

結婚相談

日時s３月10日（土）、11日（日）
両日とも10時～15時

場所s県立文化産業交流会館　
イベントホール

出店料s１区画（1.8m×1.8m）
１日1,500円

応募資格s県内に在住・または在勤・
在学の高校生以上

出店申込s２月24日（土）
午前９時から受付を開始

■申 ・■問 県立文化産業交流会館　
1 52－5111 5 52－5119

期間s4月16日（月）～7月6日（金）
会場sミシガン日本センター
①テーマ別コース・夜間コース
（週2～4時間、48,000～88,000円）
②集中コース（※入寮可）
（月～金曜日・週10時間、150,000円）
申込締切s3月28日（水）
■申 ・■問 ミシガン日本センター（彦根市松原町）
1 0749－26－3400
5 0749－24－9356
http//www.jcmu.net
Ｅメール sifah@mx.biwa.ne.jp

場所sミシガン日本センター
日時s3月2日（金）13時45分～15時30分
参加費s無料
※英語による講座です。
内容sアメリカの語学学校と同様の授
業スタイルを体験してみませんか？当
センターの留学生との交流会も実施し

ます。
定員▲70人（先着順）
■申 ・■問 ミシガン州立大学連合日本センター
1 0749－26－3400
http：//www.jcmu.net

日時s2月23日（金）
13時30分～16時15分（13時～受付）

会場s県立小児保健医療センター
１階研修室

内容s滋賀県乳幼児の事故実態調査報
告／講演「子どもの発達にあわせた
事故予防について」京都市子ども保
健医療相談・事故防止センター長
澤田　淳氏（医師）／「チャイルド
シートの正しい着用の仕方について」
財）滋賀県交通安全協会
※参加者に事故防止グッズをプレゼント
参加費s無料
申込みs不要
■問 県立小児保健医療センター保健指導部
1 077－582－6200
5 077－582－6304

小倉百人一首と近江百人一首に挑戦し
てみませんか？
日時s２月11日（日・祝）13時～16時
会場sルッチプラザ
部門s「小学生・中学生の部」

「高校生・一般の部」
申込みs大会当日までにお電話または
山東図書館カウンターまでお申し込み
ください。
■問 山東図書館
1 55－4554 5 55－4557

人権・行政・心配ごと等、市民のみ
なさんのあらゆる相談に応じます。相
談は無料で、秘密は厳守されます。時
間はいずれも午前10時から正午まで。

■問 社会福祉協議会　本所
1 54－3105 5 54－3106

市では、結婚相談所を「毎月第２・
第４木曜日」に開設しています。お気
軽にご相談ください。相談は無料です。
日時s２月８日（木）・22日（木）

13時30分～16時
場所s近江公民館1階サークル室
■問 市 農村振興課（伊吹庁舎）
1 58－2228 5 58－1719

相談日 会　場
２月　６日(火)
２月１３日(火)
２月２０日(火)
２月２７日(火)
３月　６日(火)

やすらぎハウス（顔戸）
三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）
やすらぎハウス（顔戸）

少年に関する悩み事は・・・
米原市少年センターへどうぞ

1 ５４－５０００

友
だ
ち
に
も
、

先
生
に
も
、
学
校
に
も
、

だ
れ
に
も
言
え
な
い
こ
と
、

一
人
で
悩
ま
な
い
で

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

第６回　かるた大会

柏原行政サービスセンター
移転のお知らせ

山東Ｂ＆Ｇ海洋センター内に設置の「柏原行政サービスセンター」は、

今年４月１日から
柏原生涯学習センター 内に移転します。
※電話番号は変わりません。（1５７－００１２）
※駐車場は「かしはら診療所」前の駐車場をご利用ください。

お問い合わせ
山東市民自治センター
（1５５－８１０１）
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